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本市の障害者をとりまく現状について 

 

１ 人口構造の推移 

 横須賀市の人口 

本市の人口構造の現状として、住民基本台帳による年齢３区分別

人口の推移は、次のとおりです。 

総人口及び年少人口（０～14歳）、生産年齢人口（15～64歳）

は減少し、老年人口（65歳以上）は横ばいです。 

なお、令和５年4月1日現在の高齢化率（65歳以上の人口が全体

の人口に占める割合）は32.5％です。 

 

横須賀市の人口 
単位：人 

 
平成 
30年 

平成 
31年 

令和 
２年 

令和 
３年 

令和 
４年 

令和 
５年 

年少 
０～14歳 

45,543 44,178 43,075 41,768 40,317 38,845 

生産年齢 
15～64歳 

235,082 231,889 229,067 226,453 223,754 221,413 

老年 
65歳以上 

125,582 126,193 126,366 126,286 125,922 125,227 

合計 406,207 402,260 398,508 394,507 389,993 385,485 

資料：住民基本台帳（各年４月１日現在） 
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２ 障害者の状況 

（１）身体障害者の状況 

身体障害者手帳の交付者数は、令和5年４月１日現在12,623人

です。令和元年度の13,472人と比較して約6.3％減少しています。

身体障害者手帳交付者は、平成26年度以降は減少傾向です。 

障害種別でみると、肢体不自由が44.3％、内部機能障害が37.5％

で、この２つの障害種別で８割を超えています。 

 

障害の種類別身体障害者手帳交付者数の推移 
単位：上段は人数（人）、下段は構成比 

 視覚障害 
聴覚・平
衡機能 
障害 

音声・言
語・そし
ゃく機能
障害 

肢体 
不自由 

内部 
機能障害 

計 

令和元年 
892 1,291 141 6,441 4,707 13,472 

6.6％ 9.6％ 1.0％ 47.8％ 34.9％ 100.0％ 

令和２年 
896 1,314 135 6,279 4,734 13,358 

6.7％ 9.8％ 1.0％ 47.0％ 35.4％ 100.0％ 

令和３年 
893 1,313 129 6,052 4,730 13,117 

6.8% 10.0% 1.0% 46.1% 36.1% 100.00% 

令和４年 
879 1,300 138 6,415 4,706 13,438 

6.5% 9.7% 1.0% 47.7% 35.0% 100.00% 

令和５年 
845 1,326 128 5,592 4,732 12,623 

6.7% 10.5% 1.0% 44.3% 37.5% 100.00% 

資料：福祉こども部（各年４月１日現在） 
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障害種別・年齢区分別身体障害者の状況 
単位：上段は人数（人）、下段は構成比 

 視覚障害 
聴覚・平
衡機能 
障害 

音声・言
語・そし
ゃく機能
障害 

肢体 
不自由 

内部 
機能障害 

計 

0～17歳 
3 33 1 153 36 226 

1.3% 14.6% 0.4% 67.7% 15.9% 100.00% 

18～39歳 
32 57 2 338 102 531 

6.0% 10.7% 0.4% 63.7% 19.2% 100.0% 

40～64歳 
163 175 31 1,339 822 2,530 

6.4% 6.9% 1.2% 52.9% 32.5% 100.0% 

65歳以上 
647 1,061 94 3,762 3,772 9,336 

6.9% 11.4% 1.0% 40.3% 40.4% 100.00% 

資料：福祉こども部（令和５年４月１日現在） 

 

障害種別・等級別身体障害者の状況 
単位：上段は人数（人）、下段は構成比 

 視覚障害 
聴覚・平
衡機能 
障害 

音声・言
語・そし
ゃく機能
障害 

肢体 

不自由 

内部 

機能障害 
計 

１級 
265 24 2 1,162 3,159 4,612 

5.8% 0.5% 0.1% 25.2% 68.5% 100.0% 

２級 
326 278 7 1,337 51 1,999 

16.3% 13.9% 0.4% 66.9% 2.6% 100.0% 

３級 
52 144 74 1,036 527 1,833 

2.8% 7.9% 4.0% 56.5% 28.8% 100.0% 

４級 
59 400 45 1,468 995 2,967 

2.0% 13.5% 1.5% 49.5% 33.5% 100.0% 

５級 
102 2 0 377 0 481 

21.2% 0.4% 0.0% 78.4% 0.0% 100.0% 

６級 
41 478 0 212 0 731 

5.6% 65.4% 0.0% 29.0% 0.0% 100.0% 

資料：福祉こども部（令和５年４月１日現在） 
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（２）知的障害者の状況 

療育手帳の交付者数は、令和５年４月１日現在3,596人です。令

和元年度の3,298人と比較して約9.0％増加しており、年々増加傾

向にあります。特に、軽度の知的障害者数の増加傾向が強く、最重

度、重度、中度、軽度のそれぞれの構成比率は、少しずつ軽度の方

の割合が増加する傾向にあります。 

 

知的障害者数の推移 
単位：上段は人数（人）、下段は構成比 

 
最重度 

（IQ20 
以下） 

重度 

（IQ21～
35） 

中度 

（IQ36～
50） 

軽度 

（IQ51 
以上） 

計 

令和元年 
656 685 839 1,118 3,298 

19.9% 20.8% 25.4% 33.9% 100.0% 

令和２年 
666 678 851 1,160 3,355 

19.9% 20.2% 25.4% 34.6% 100.0% 

令和３年 
672 676 868 1,233 3,449 

19.5% 19.6% 25.2% 35.8% 100.0% 

令和４年 
690 694 869 1,302 3,555 

19.4% 19.5% 24.4% 36.6% 100.0% 

令和５年 
689 699 871 1,337 3,596 

19.2% 19.4% 24.2% 37.2% 100.0% 

資料：福祉こども部（各年４月１日現在） 
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年齢区分別知的障害者の状況 
単位：上段は人数（人）、下段は構成比 

 
最重度 

（IQ20 
以下） 

重度 

（IQ21～
35） 

中度 

（IQ36～
50） 

軽度 

（IQ51 
以上） 

計 

0～17歳 
121 144 179 639 1,083 

11.2% 13.3% 16.5% 59.0% 100.0% 

18～39歳 
325 242 350 504 1,421 

22.9% 17.0% 24.6% 35.5% 100.0% 

40～64歳 
222 255 244 172 893 

24.9% 28.6% 27.3% 19.3% 100.0% 

65歳以上 
21 58 98 22 199 

10.6% 29.2% 49.3% 11.1% 100.0% 

資料：福祉こども部（令和５年４月１日現在） 

 

 

（３）精神障害者の状況 

精神障害者保健福祉手帳の交付者数は、令和５年４月１日現在

4,638人で、自立支援医療受給者証の交付者数は、令和５年４月１

日現在7,345人です。 

精神障害者保健福祉手帳の交付者数は、令和元年度の3,890人と

比較して約19.2％増加しており、年々増加傾向にあります。 

また、自立支援医療受給者証の交付者数についても、令和元年度

の6,563人と比較して約11.9％増加しており、年々増加傾向にあ

ります。 
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精神障害者保健福祉手帳の交付者数の推移 
単位：人 

 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 

１級 429 455 445 454 473 

２級 2,418 2,518 2,569 2,703 2,850 

３級 1,043 1,104 1,074 1,164 1,315 

計 3,890 4,077 4,088 4,321 4,638 

資料：福祉こども部（各年４月１日現在） 

 

 

自立支援医療受給者証（精神通院）の交付者数の推移 
単位：人 

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 

6,563 6,741 7,610 6,852 7,345 

資料：福祉こども部（各年４月１日現在） 
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（４）特定医療費（指定難病）医療受給者証の交付状況 

原因が不明で治療方法が確立していない、いわゆる難病のうち、

厚生労働省が定める疾患を「指定難病」といいます。治療にかかる

医療費の一部を公費で負担する指定難病医療費助成制度があり、対

象者には、特定医療費（指定難病）医療受給者証が交付されます。 

特定医療費（指定難病）医療受給者証の交付者数は、令和5年3月

31日現在3,147人です。 

 

特定医療費（指定難病）医療受給者証交付者数の推移 
単位：人 

平成 30 年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 

2,850 2,912 3,169 3,047 3,147 

資料：保健所（各年度末現在） 

 

（注）指定難病は、平成 27年 1月より 56疾病から 110疾病へ、平成 27年 7

月から 306疾病へ、平成 29年 4月から 330疾病へ、平成 30年４月か

ら 331疾病へ、令和元年 7月から 333疾病へ、令和３年 11月から 338

疾病へと対象疾病が拡大しています。 
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（５）重症心身障害児（者）の認定状況 

重症心身障害児とは、重度の知的障害及び重度の肢体不自由が重

複している児童のことをいい、児童相談所において認定されます。 

 

重症心身障害児（者）の認定者数 
単位：人 

 
令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和 

５年度 

18歳未満 
56 

（8） 

55 

（7） 

53 

（９） 

51 

（7） 

50 

（5） 

18歳以上 
99 

（62） 

99 

（61） 

101 

（68） 

106 

（67） 

109 

（68） 

計 
155 

（70） 

154 

（68） 

154 

（72） 

157 

（74） 

159 

（73） 

資料：こども家庭支援センター（各年４月１日現在） 

 

（注）表中の（ ）は、内数で施設入所者数を表しています。 


